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文字による表現の指導
木 村 宗 男
「筆が立っ」 とい うことばがある。広辞苑によると,「文章を書 くのが巧
みであること」 とある。どのような文章が書けることを 「巧みである」 と
するかは,時 代 とともに移 り変ってきたと思われるが,今 日では,表現意図
を相手に対 して最 も効果的に伝える文章を・比較的短時間に書 く能力を有
す ることを言 うのであろう。その ような文章表現能力を育てるための指導
は,今 目各国の国語教育で重要な科 目として取 り叛われている。外国人に
対する目本語教育でも,意 志の表現,思 考内容の伝達 を文字によって行な
うことが重要な 技能 として学習目標の一づに掲げられている ことにかわ
りはない。 しか し・外国人の 日本語における場合は・ 日本人の国語におけ
る場合 とちが って,種 々の難問題が障害として横たわっている。その よう
な障害を取 り除きなが ら目標に到達 させるには・どんな手順 を踏んで指導
を積み重ねていかなければならないか。それをこれから考えてみようと思
うD
題 目に 「文字による表現」 とい う耳慣れないことば を使 ったのは,「 口
頭表現」に対立する概念を表わす意図による。以下略 して 「文字表現」 と
することもある。
1外 国人学生の文章に見られる諸問題





宇の誤 りが多い。かれらにとって慣れない 日本文字を正 しく使 うことは容





(1)不 完全 ・不正確な漢字,形 の整わないかな ・漢字。筆記試験で,か
なを漢字に書きかえさせる問題や,教 室での書き取 りなどでよく見られる
のと同じ誤 りである。
(2)不 正確な発音の習慣からくる誤記。母音,子 音,音 の長短・っまる
音,は ねる音,清 音 と濁音 ・半濁音,拗 音など,そ の学生が話す ときの発
音上の誤 りがそのまま文字に書き記されている。
(3)外 来語の誤記。これも発音 と關係があるが意外に多 く見 られる誤 り
である。
(4)あ て字,漢 字の誤用。 日本人の場合にも見られる・もっともらしい
あて字のほか,漢 字の音訓 と意義との遊離からくる誤 りが多い。
(5)中 国語の簡体字。中国人の学生が,机(機)・ 亀(電)・双(観),区示(際)
などを使用 した場合,日 本語 としては誤 りとしなけれぱならない。
2、 文 体
口頭表現の習慣から,ど んな種類の文章でもrで す ・ます」で書 く者が























る。口頭表現では,対 話の相手に助けられて,文 法の誤 りを訂正しながら
話すこともできる。そのような習慣を持つ学生が文章を書 くと,口 頭表現
での文法の誤 りが そのまま文字に なってしまうのであろう。 文字表現で
は,初 歩的な文法の誤 りのために,内 容に対する評価までも低 くされるこ


















る。「友だちのおじさんの うちで 日本の毎 日の生活 を楽 しんでいます。」 と
いう文はいいが,同 じ学生(初 級英語国民)に よる 「友だちが私を国立劇場
へ歌舞伎を見につれて行 きました」 となると・ 日本語 らしくない表現 と言
わなければならない.外 国語的な表現が効果をあげるとい うことは・その




ってはじめて,ま が りな りにもできることであるが・文字表現の基礎的能
力は初級 ・中級のあいだに養っておかなければならない。口頭表現に習熟
し,読 解能力を持っていても,そ れだけでは文字表現 を十分 に行な うこと
はできない。文字によって読むばか りでな く,そ れ を使 ワて書 くことを早
くから習慣づけなければならない.ふ つ う,文 字を教える場合,文 字の読
み方と同時に書き方も教 える。学生は文字を書いて覚える。このときの書
くとい う作業は,与 えられた文字を書 き写すことであって,文 字の形態を.
覚えるためには必要な作業である。 しか し,こ のときの書 く作業は思考内
容の表現を伴っているとは言えない。書き取 りとい う作業も,音 声を文字




1,文 字 に よ って表 現 す る練 習
(1)実 物,模 型,絵 な どを示 して,そ れ に相 当す る こ とば をひ らが な で
書 かせ る こ とか ら始 め る。
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(2)音 声言語の練習 として行なう口問口答の答の 部分 を文字で書かせ
る。口頭で行な う文型練習を文字で行な うこともできる。
(3)あ らゆる機会をとらえて書かせる。住居か ら学校への道順を口で言
わせるばか りでなく,地 図を書かせ必要な 目標 ・駅名 ・停留所名などの文
字を入れさせる。このような練習によって,学 生は平素 目にふれる文字に
注意を向けるようになる。




(6)筆 記試験で,あ いたところに ことばを入れさせる問題を 出すとき
も,記 号や数字を使わないで文字を書き入れるよう.に指定する。
以上述べた方法は,ひ らがな ・カタカナ を習 った段階で始める。 こうし









つゆどき,い ん石,黒 潮,校 正
ふ ところ手をして暮す,耳 学問,焼 け野原,芸 は身を助ける




つぎに示す例のように,複 合要素の漢宇熟語はそのままにして,助 詞 ・
動詞などを加えて書きのばす。





㈹ 類義語を並べておいて,そ れぞれを使 って例文を書かせる
行 く・歩 く,捨 てる ・投げる,言 う・話す,置 く ・残す,や める ・中
止する,う れ しい ・たのしい ・よろこぶ
3,短 文作成
(1)そ の場で見たこと,聞 いたことをそのまま書かせる。主として,初
級を対象 とする。1・(1)で は単語を書かせるが,こ れは文を書かせる。数
枚の絵 ・写真,教 師の一連の動作などを見せて,またはテープに録音された
効果音を聞かせて,そ れを簡単な文で表現 させる。絵の勉強でデッサンを
重視するのと同じである。因果関係(ので ・から),条 件 〔と ・とき ・たら・












が うまい」 といった初級的な,あ りきた りの文で逃げ られてしまうことが
目多い。この方法ではそれを防ぐことができる。また,表 現すべき内容にワ
クを与えて練習させるので,表 現意図不明とい うことがない.
皿 作 文 練 習
L模 倣作文
学生の発想によって作文を書かせるとき,し ばしば当面する問題は,表
現 しよラとする内容に比べて,語彙も構文力も足 りない ということである。
作文練習にいきな り自由作文をや らせても,表 現意図と表現能力との均衡







級では,教 科書中の対話にならって,一 方を学生 自身にした対話を書かせ
ることもできる。中級では 「目本入の食生活」に対 して 「わたしの国の食生
活」を書かせるなどする。教科書の語句や構文を借用 して文を書くとい う
ことは・外国語の学習では有効な練習である。そのためには・読解学習の
テキス トが表現の手ごろな手本 とな り得るような もあでなければ ならな
い。語研でわれわれの作 った中級教材は・その点を考慮 して編集 してある。
高尚な内容のものを求める学生にとっては不満かも知れないが・やや通俗
的なものが多いのはそのためである。中級程度であまりに高尚な,文 学評





て,原 文を見ながら作文するのである。主観をまじえず,原 文を圧縮 して
表現するとい う作業を通 じて,原 文が内容をどのよ うに表現 しているかを
学ぶことができる。中級では教科書の要約をさせるが,上 級では読解テキ
ス トばか りでな く,新 聞記事その他の課外材料を使 うこともある。テレビ・
映画などの内容について要約 させることもある。
3.読 後感想作文
原文を見ながら書 くことが許 される点は要約作文と同じだが,こ の方は
学生の主観的な感想を表現するので,批 評的な立揚に立っ作文と言える。
4・ 体験作文
1か ら3ま でがテキス トに基づ く作文であるのに対 して,こ れは学生 自









(1)1か ら5ま で列挙 した作文練習は必ず しもその順序 どお りに段階を
追 って練習させるとい うことではない。初級の学生にも初級な りの体験作
文を書かせ ることができる。学生にもそれを書 く意欲があるだろ う。ここ
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で強調 したいことは,そ れと並行 して,1か ら3ま でのような作文練習を
より多 く行なわなければならないとい うことである。それも作文とい う独
立 した教室作業の時問に行なうのではなく,・読解の授業の中で常時行な う
のである。表現能力とい うものは読解学習で得た構文力 ・語彙力などに支
配 されるのであるから,両 者を切 塑離して行な うべきではない。
(2)作 文を書かせるに当って,つ ぎの点に注意 しなければならない。
① はじめは,長 い文を書こうとさせないこと。短 くても正 しい文を
書 くように努力させる。
② できるだけ短時問に書きあげる習慣 をつけること。 そのために
は,数 多 くの練習を行な うこと。
③ 書 く途中で,語 句の意味や表記に自信が持てないときは辞書に当
ってみることを励行させ る。
④ 原稿用紙のワクの中に字を整然 と書 く習慣をつける。
(3)外 国語の文を与えて日本文を書かせ る練習について一言したい。与
えられた外国語の文が読解教材を基に して書かれた揚合には,そ れ を日本
文に書き直す作業は模倣作文の一変形であると言 っていい。そうでない外
国文を与えられた揚合にも,自己の体験や思考 を文にす るのではないか ら,
表現練習としては十分であるとは言えない。翻訳練習としてなら問題は別
である。それについてはここではふれない。





誤 りを訂正するときは,書 いた学生の表現意図にそった方向に訂正 しな
ければ効果はない。表現意図不明のときは,書 いた本人に聞いてみなけれ
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ば な らな い 。 た とえ ば,ひ じ ょ うに 単 純 な例 で あ るが,「 犬 に散 歩 す る」 と
書 いた 文 が あ った とす る.こ れ を助 詞 の誤 りと解 して,「 犬 と散 歩 す る」 と
す べ きか,「 犬 に散 歩 を させ る」 とす べ きか 迷 うこ とが あ る。
2・ 訂正から進んで推考を行なわせる。





















に,上 記のような鏡地 に立ち至 った ものと思われる。本稿で述べてきたよ
うに,基 礎能力 をまず養成 し,読 解授業 と連係を保 った作文練習を常時行
なわせるならば,外 国入 といえ ども,名 文とまではいかないまでも,達 意
の文 を書 き得るようになるのである。
終わ りに,早 稲田の留学生の書いた練習作文の例を掲載 して,参 考に供
したいと思 う。語句 ・文字 ・句読点すべて原文のままである。
要約作文の例
上級の読解教材 として使 った島崎敏樹著 「心の風物誌」(岩波新書)の 中
の 「女性 と仲よし」を要約 したもの。
女'性.と{中 よ し
中国系 カンボ ジア入 男性
(目本語 学習歴2年 強)
そ こに山があるか ら・ 山に登 ると名言 を,は いた マ・ リー は,男 だった か らそ う
いったので,女 では・い わなレ・と作堵 はい う。
山へ行 くのもいろい ろあるが,本 当になぜ山へ行 くのか⊇ 男達 に聞 くと,こ れ は
男性的性格 である。忍耐力 をきたえ,征 服欲 と,ス リルを満 足 させ るため とい う,
この男性的登 山は事業欲や認 識欲 と根 は同 じである。 女性 になぜ山 に行 くの か と聞
くと,月 並 の返事 と,そ の他,女 らしいことに,山 での生活 が,よ い,思いで になる
とい う。
一般 に多 くの女 の人 たちは 自分か ら自分 の未 来 をつ くり出 してい く前 む きの精 神
が うす く,日 常的 な毎 日毎 日の生活 に定着 した心 情の方 が濃 いだか ら昔 自分 がであ
った,出 来 ごとや,さ さいな事柄 まで しっか り覚えている とにか く精神 の眼が 前 向
きでない,女 の人 たちは過去 を大切 す る。女のひ とは,ひ と りでい るの が天性 にあ
わない・女 の子 らしさが生れて くる年 頃同性 の 「仲 よし」が 必 ず出来そ して特定 の
青年 と仲 よ くな り,家 庭 をつ くり・安 住 し,今 度 は子供 が出来 ると子供 と仲 よ くな
って,夫 は心理的 に見 かぎられ てしまいがちである。
普通 は夫 は夫で家な どの、念頭 にな く事業 や探究 に うち こんでい るので苦 にならな
い,し か しきま り文句 にわが家へ戻 ってい く夫 はおだや かであ ま り活動的 でな い,
性 格や実直 だが小 らで味に とぽ しい人柄 が浮 かん で安心 できる人物 だろ うが,有 能
でな さそ うに思 う。
夫達 のこ とは,そ れ として,仲 よ しムー ドの好 きな女 性 と云 うものが 山で友達 を
作)や すいのか と云 うと事実 はまるで逆に 「未知 の友達 になれ る」のが理 由で山に
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行 くと云 う男達 が結構 いる。 よ うす るに自分か ら未 知 の人問 をさぶ しあて ようとい
う意欲 と仲 のい いひ ととr緒 にいたとい う感情 とは本 性がお よそ 別 らしいそ うして
み る と平生 か ら仲 のいい友達 と一緒 に山へい って平生 よ り一層緊密 で しっか りムー
窪にひた りたいの瀞彼女達の 山行 きの正体なのだ。 しか しあるお じょうさんび山で
帰え りの途 中電車 の中で若 い山男 と親 しくな ってそれ からい くらかの交際後山好 き
の二 人は結婚 した とい う例が ある。
山炉一番好 きな人 でも女の人 は変化 のない平 らな 毎 日毎 目を じっと りと歩 いてい
く女性の徳 がそなわっている,結 婚 した二入が これか ら先の生活 で男 は人生の岩場
にぶつか った時,征 服に生命 をかける し。女性 は大地 に根 ざ した生活 を生 きぬ く資





「気 にか か る服 装 の は な し」 に つ い て
アメ リカ人(日 系3世)女 性
(日本語学習歴2年)
島崎敏樹 さんの散文 はある部分 を賛成 します溝,ほ かの文章に(対).して言いたい と
思 うことがあ ります。例 えば 「緑 のおば さん」 の肪 でシ横切 ろ うとした緑のおば ざ
んが,無 残 な事赦 の原 因 となったのは,緑 の服 を着 ていたから,赤 と青の信号 によ
る反 射的 な感(覚)が わ ざわい し た とい ってお りますカ㍉ それだけでは理 由にな りま
せ ん。緑 とゆ う色 は島崎 さん 渉書 いてい るよ うに後退的な色 ですが,そ れ よ りも心
理的 な意 味を持 っている と思 います。 とい うのは,緑 は安全 の意味があ ります か ら
子供 達の為 に 「安全 のおばさん」 の意味 を出す為 に選 んだので しょう。 昔か ら人問
は緑 の所 に居れぱ安全な気持 が出て来 たのですが,現 代 の大都会 の生活 は あま 卯 こ
複(雑 〉にな って きて しまったので,そ うゆ う原始的 な反応が分 からな くな って しま
ったのです。特 にタクシrの 運転手は生 きる為 に ほ とん ど機械(的)に な る は ず で
す 。赤と青は も う色ではな く 「止」 と 「行」 の印であ ります。
日光のはな しで中年 の女の人達 は燃 えてい るよ うな紅葉 を見て 「まあす ごい」 と
感 嘆するのは,た だ色 の質 を見 てではな く量 の関係 もあ ると思 い ますが ・・.・。
大都会に住 む人 々には色 の質が わからな くな り,秋 にな って 日光 まで行 って,沢 山
あ る紅葉 を見 なけれ ば本質的 な赤 は分 りませ ん。で も消防 自動車 と夜光 テープ を例
とす れば,赤 は都会 の中にもや っぱ りまだ危 いとゆ う意 味が あ ります。
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心理学的 に見れば赤は火 の意味があって昔か ら危 い感 じを出 し.ます。が それ だけ
では説 明にな りません。 「危 い」が 「止』 とい う意味 があれ ばなぜ 日本 では郵便 ポ
ス トが赤 色なので しょうか。赤 が物理 学的 に波長 解長 いか ら目立つ色 だか らで しょ
うが・それで も妙 な感 じが します。都会 に住む人 々が機械的 になった と分れ ぱ結論
す るこ とが出来 ます・例えば 黄色は 信号 として 赤 と 青 の 中間にあ ります か ら 「危
い」 と 「注意」 とゆ う反射 にな ります。.そうします と学童 のあ ざや 炉な黄色 の帽子
は大変良い ことです。物理 学的 にも良 く目立つ色 です か ら。
日本 で・外国 よ り服装の問題 があるの は年の関係が原 因です。外 国で はr緑 のお
ぱ さんの ような人は赤か黄色 のだんだ ら模様 のを着 て もかまい ませんが,日 本 では
考 えられない ことらしいです。 この複雑 なやや こ しい問題 を含 んだ ら 「緑 のおば さ
ん」 を見 えるように工夫する為 に一番 よい方法 は・ 多 分島崎 さんが書 いて いる よう
に ペル トをつ けて帽子 をかぶる ことで しょ う。
後半の所 ではただ趣味の事 だから・ ち ょっ と言 いに くいですが・服 装は難 しい事
だ とだれで も,目 が有 る人 は分 るはず です。 しか し国 に よって,型 によって,柄 に
もよって色の心理 的な意味が違 います。黒 は下へ沈 む効果 があ って も綿 く見 える可
能性があ ります。ですか ら女性 にも男性 にも黒 を着 た ら,ス タイルが良 けれ ぱ,非
常 にスマー トに見え ると思 いますがド 悲 しみや神秘 なニユヤ ンスもあ りますか ら服
装 の着方 と身体 の持方が大切 だ と思 い ます。同 じ洋服 で も着方 又は布地 に よって下




で あ る。原 文 は縦 書 き。




今 日は初出勤 だ。七時半に現場 に到着 した。す ぐに作業服 の とりかえにかか った。
日本 では大 学生 たち溺デモす る時 はヘル メ ッ ト(安全帽)を かぶっています。 けれ
ども,僕 がかぶ るのは,現 揚 で安全 を確保す る為 です 。 ヘル メッ トをかぶ るの は,
実 に今 日が始 めてです 。
午前 八時前 に船橋教 授 と一緒 に現 揚で所長磯谷 さん にあい さつを した。 八時 に現
揚 事務所 の事務員 と協力者等全 員で朝 礼 をした。 その時,体 操 のあ と,本 日の予定
を話 し合 った。最後,僕 が現場 で実習 す るこ とについ て磯谷所長 さん によって現 揚
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の人達に紹介 された。 その時彼 らはあたた かい拍手 で迎えて くれ た。 マ レーシアさ
ん頑張れ,大 きな声 が聞 こえた。彼 らは僕 に対 して,温 い気持 で迎 えて くれた のだ。
この感激 は一生忘れ られない こ とであろ う。私 は何 を言 った らい いのか 自分 で全然
わか らな くな って しまった。 とにか く,こ の一か月問,彼 らと一緒 に一生懸命頑張
らな くてはな らない。
晴 十二月四 日
今 日は コンクリー ト打 ちの 日だが,平 常 よ り一時聞早 く出勤 した。だか ら七時前
に出勤 した。 コンクリー トを打つ揚所 はC棟 二重 スラプだ。生 コンク リー ト車約百
台 ぐらい。生 コンク リー トを打 つ前 に我 々工事監督 が注意 しなけれ ぱな らない事は
例 ば,型 わ く工事 はで こぽ こになってはい ないか,板 と板 問に穴が あいて はい ない
か。 そうゆ う事 をよ く検 査 しない といけない。目
現場の規則 は,午 後十二時 から一 時まで昼食休 み。三時 か ら約三〇分 ぐらい下請
と事務所技術者 打合 せ会議である。 あす の工事 について打合す る。仕事は五 時 で終
り,残 業 の揚 合 もある。 しか し,僕 の揚合 は実習生 であるか ら五時 でや めても良い
こ とになっている,け れ どもほかの人達 はまだ一生懸 命に仕事 をしていた のに,僕
もいっしょに八 時 まで残 業を した。
晴 十 二月五 日
昨 日は生=ン ク リー トを打 ち込 む為 に七 時前に出勤 した。 今 目はいつ もの通 りに
八 時頃出勤 す る。す ぐに作業服 に と りかえて,朝 礼 体操 を始 めた。何か しらないけ
と,昨 日一 日働 きとうしたので,今 日は体 全体が痛 くて,本 当に働 きた くなか った。
まあ,仕 事 だ,し かたがない,僕 達 は工事監督 なので,毎 朝現場 の全体 を一度見廻
わ らければな らない。僕はや っぱ り新人 なので,い くら学校 で勉強 しても,現 場 の
事 は仲々わか りに くい・そ して・面 倒だけれ ど図面 を持 ってわか ない ところがあっ
た ら,図 面 を見なが ら検査す る。今 目の仕事 はC棟 に鉄筋 を配筋 する予定 です。
午後か らC棟 に墨 を出す。 それは壁 と ブ ・ック壁 を作 る為 に しな け れば ならな
い。初めは簡単 と思 ったけれ ど案外 墨 を出す仕事 は一 目ぐらいかかった。
雨 十二月八 日
今 日は木曜 目だ,午 後か ら出勤 す ると約 束 したが,午 前中は学枝 で材料実験 があ
ったので,午 後一時頃現揚 に到 着 して,す ぐ所 長 さんに報告 して,現 場へ仕事 を し
よ うと思 ってた。「デーピッ ド君 どこへ行 きますか,雨 の 日は仕事 を しないのだ」 と
所 長 さん に言われ ま した。 な るほ ど,雨 の 日には下請人達が現揚 へ来 ない,何 の仕
事 も出来ない,し か し,僕 達は仕事 しな くて も,事 務所 にいなけれ ばならない,そ
れ で今 日は一 日中事務所 にいた。本 当にひ まだ,仕 事 は五時で終 った。
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晴 十二 月九 日
現場 の仕事は一 日お くれ て も,大 変 な事です。 例 ば,昨 目一 日雨 で,仕 事 が休 み
だった。今 日,す る事 は ぐん と一杯 になる。本 当 に建 設工事 は波 のよ うな もの だ。
きょうは排 水 とコンクリー トの上を掃除 した。=ン ク リー トシ ュー トの片付,B,F
墨 出 しとス リー プを入 れ る。 以上の事 の中で一番面倒な事 は ス リー プを入れ る こと
だ,ス リー プの寸法 は決めてあ るの で,上 下左右,少 しで もちがえぱ,も う一 度や
りなお さな ければな らない。特 にB,Fは ス リープが数十個 ぐらいある。完了す るま
で,大 方二 日間 ぐらいかか るだろう。
今 日三時 の打 ち合せの時,所 長さんが突然後か ら声 をかけて・rあした六時か らき
みの為 に歓迎会 をす るか ら・出 て下 さい」 と言 った。僕 が現場 で実習す るこ とは始
めて です・ けれ ども,僕 の為 に歓迎会 を開 くことは どうい うわ けだ ろ う。
晴 十二月十 日
土曜 日だ,官 庁 は殆 ど半 日で終 りなので・虎 の門附近 は車 が普通 よ りこんでいた臣
それ で,現 揚 につ いてた時 は平 日の現場 の停車場 は車 が四,五 台 しかないが,今 日
は十数台車 が とまっていた。 それで,土 曜 日の現場仕事 は非常 に不便だ,特 に生 コ
ンクリー トを打 ち込む 日は生 コンク リー ト車が仲 々来れ な くな って しま うので・ な
に しろ大変 な事 だ。
午前 中か ら午後 にか けた仕事 はや っぱ り昨 日の残 りの仕 事だ。鉄筋 を配筋す る と
ス リープが十数個残 ってい る,一 階 の型 わ く,も う少 し。五時 まで,全 部終 った 。
六時 から,僕 の為 に歓迎会 が始まった。 作業所 の職員 全員出席 した。全部三十 名
以上集 ま りま した。先ず所長 さんが僕 の実習 のこ とについてあい さつ され,激 励 の
ことばを下 さった,次 に僕 は感謝のお礼の ことばを述べ た。歓迎会 は非常 に楽 しく
十時頃終 った。
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